
 

 

    
 

 

２学期の文化芸術活動について                  校長  緒方 直彦 

いよいよ 2 学期が始まりました。児童・生徒が、安全で充実した学校生活を送れるよう努めてま

いります。さて、2 学期といえば 11 月にふたば祭が開催されます。児童・生徒が日頃の学習成果

を思いっきり、楽しみながら発表しますので、保護者の皆様、地域の皆様楽しみにしていてください。

今年度、あきる野学園では、学校経営計画に示しているように、文化芸術活動の充実を図っていま

す。1 学期にはデジタル美術展を開催しました。また、第 5 次東京都読書活動推進計画に基づき、

学校図書館（図書室・図書コーナー）の蔵書を充実させたり、環境整備を図ったりしています。その

ことを通じて、児童・生徒の読書活動の促進を図るとともに、両部門の読書を通じた交流も行って

まいります。ここで、環境整備の例を紹介します。東京都教育委員会が開発した特別支援学校の

図書管理システム（児童・生徒がバーコードで貸し出し手続きが容易にできたり、貸し出し状況を

把握できたりするシステム）を本格稼働させ、児童・生徒が主体的に読書に取り組めるようにしまし

た。このことは、学校だけでなく、地域の

図書館でも同様なシステムが導入さ

れていることから卒業後の地域での余

暇活動にもつながる取組みです。 一

度、図書室をご覧いただければ幸いで

す。今学期もよろしくお願いいたします。 

 

「いのち輝く未来社会のデザイン」               副校長  畑 優佳 

今年の夏は、関西万博の会場を訪れました。酷暑の中、木製リングの下で涼をとりながら、パビ

リオンを見学しました。展示にはそれぞれの国の事情が色濃く反映されており、とても興味深いもの

でした。 

なかには、多様性や医療大国としての姿を全面に押し出し、これまで抱いていた「観光立国」と

いうイメージを覆す国もありました。一方で、日本との友好の歴史を有史以来振り返りつつも、日本

の認識とは異なる表現を取り入れ、最新の技術を駆使して魅せる国がありました。情報で知ってい

ても実際に目にすることで認識を新たにすることが多々ありました。 

前日に訪れたショッピングモールでは、万博の予約から観覧までを手助けするサポートブースを

見かけました。万博会場ではキャッシュレス化が進み、入場予約もスマートフォンを通じて進められ

ていました。便利でスムーズな仕組みである一方で、特に年配の方には操作が難しいものだったよ

うです。サポートブースや会場でスタッフが一緒に操作確認をし、平易な説明を行い誰もが安心し

て楽しめる工夫がされていました。新しい技術を取り入れて未来へ進もうとする時、従来の人と人と

の助け合いや、支え合う文化を忘れてはなりません。「相手を思いやる心」があってこそ、新しい仕

組みも安心して受け入れられていくのだと感じました。ホスピタリティを大事にする国のパビリオン

では、新しい驚きよりもほっとする安心感に包まれました。万博のテーマは、遠い未来ではなく、すぐ

身近に息づいているのだと感じた瞬間でした。 

令和７年９月 1 日（月）  第 6 号 
学 校 だ よ り 東京都立あきる野学園 

 
 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あきる野学園の給食 

１学期は、とうもろこしの調理の様子を動画にし、二次元コードで配

布、各教室で視聴してもらいました。調理室は校内にあるけれど、どう

やって調理しているのか、どれくらいの量を一度に作れるのか、給食

により興味をもってもらえるように、2 学期以降も調理室の様子を写

真や動画で紹介していく予定です。お楽しみに！ 

 

学校ホームページはこちら 

学校評価アンケート 

保護者アンケートのお知らせと、児童・生徒用のアンケート用紙を本日配布させていただ

きましたので、9月１９日（金）までのご提出をお願いいたします。 

保護者アンケートについては、Formsでの回答をお願いいたします。多くの回答をいただ

き、よりよい学校づくりに生かしてまいります。ご協力のほど、よろしくお願いいたします。 

生活指導部から 

 平成 25 年の「いじめ防止対策推進法」施行により、いじめは法律により定義されました。

定義のポイントとして、「対象となった児童・生徒が心身の苦痛を感じている」こととされていま

す。東京都教育委員会では、いじめ防止において、必ず取り組む 18 項目を定めています。そ

の 1 つに、不安や悩みがある場合は、些細なことでも相談することが未然防止につながりま

す。まずは、身近にいる信頼できる大人に話せることが一番ですが、話しにくい時には、相談機

関も活用してみてください。 

東京都いじめ相談ホットライン：0120-53-8288（24時間受付） 

☆災害に対する日頃の備えを 

1923年 9月 1日に発生した関東大震災（死者・行方不明者 10 万 5千余人という大

惨事）を教訓として、9 月 1日が「防災の日」と制定されました。この頃は二百十日(にひゃく

とうか：立春から数えて 210日目の日のこと）で台風・豪雨などの自然災害が発生しやすい

時期とされています。ご家庭でも東京消防庁の安全・安心情報「地震に対する 10 の備え」

（右の二次元コードから閲覧できます）等を確認し、様々な災害に備え、日頃からの防災対

策をしておきましょう。 

学校では、8/26 に自衛消防訓練と防災講演会を実施しました。自

衛消防訓練では、学校で起こりうる様々な危機に対応するために、危

機的な状況をシミュレーションして意思決定・対応についての卓上訓

練を行い、教職員の対応力の向上を図りました。 

魚揚げの調理の様子 

https://akiruno-sh.metro.ed.jp/site/zen/
https://forms.office.com/pages/responsepage.aspx?id=NzBX9o1d90yJrdl_qO8gj83p65HFMJtLtHkIR3LtoZJUMDUyRzlaU1hMUE04UzdGRFhIQUZFRzNSTC4u&route=shorturl

